
災害に強く日々のくらしの場を安全にする政策
132 ※　（　）は昨年の評価結果を表しています。

　21世紀前半は近畿内陸の活断層が活動期にあるといわれるなか，木造建築物や袋路の多
い京都のまちの特色に配慮するとともに，貴重な文化財を守るという歴史都市の課題を踏ま
え，地震などの大規模災害や火災への備えを充実する。
　このため，都市の空間や建築物の防災機能を強化するなど，災害に強いまちづくりに取り
組むとともに，ひとりひとりが災害から身を守る知恵や工夫を日々のくらしのなかに生かす災
害に強いひとづくり・組織づくりを進める。

Ｂ
　客観指標については，全体としては昨年度を下回るものの，全６項目のうち消防・防災
に関する３項目でａ又はｂ評価であり，全体としては良い状況である。
　市民生活実感については，防災に関する全３項目いずれもｃ評価であり，どちらとも言
えない状況である。
　客観指標評価及び市民生活実感評価を総合的に勘案し，この政策の目的は，かなり
達成されていると評価する。

評価

方向

○政策の評価に用いる客観指標の最新値と評価

○市民生活実感評価
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1321 木造住宅耐震診断士派遣事業に基づく派遣件数（件） a199 （ａ）

1321 河川整備（％） b53 （ｂ）

1322 市民の初期消火率（％） ｃ69.8 （ｂ）

1322 人口1万人当たりの火災件数（件） ｂ1.87 （ｂ）

1323 救急活動効果（％） ｃ9.1 （ｂ）

1323 消防活動効果（㎡） ｄ31 （ｂ）
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※ 市民生活実感調査

答ａ：そう思う
答ｂ：どちらかというとそ

思う
答ｃ：どちらとも言えない

答ｄ：どちらかというとそ
思わない

答ｅ：そう思わない

　建物の耐震対策や防火水槽の設置などにより，まち全体の防災機能は高くなってきて
いる。

ｃ1321 （ｃ）

　防災情報，防災訓練などによって，災害から身を守る知識が備わってきた。 ｃ1322 （ｃ）

　地域の自主防災組織があるので，災害から身を守るために，住民同士協力しあえるよ
うになってきている。

ｃ1323 （ｃ）
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災害に強く日々のくらしの場を安全にする政策
132 ※　（　）は昨年の評価結果を表しています。

＜参考＞この政策を実現するための施策とその総合評価

1321

施策名 京都のまちの特色に配慮した災害に強いまちづくり

概要
　都市空間や建築物，上下水道施設の防災対策や治山，治水対策を推進するとともに，
防災水利構想に基づく事業の推進により，災害に強いまちづくりに取り組む。

評価:

Ａ （Ａ）

1322

施策名 災害から身を守る知恵や力をつける災害に強いひとづくり

概要
　災害発生時に歴史的な町並みを守り，市民の安全を確保するため，市民防災センター
での体験研修や種々の防火防災指導を通じ，市民の応急手当能力の向上をはじめ市民一
人一人の防災意識や災害対応力の向上を図る。

評価:

Ｂ （Ｂ）

1323

施策名 市民のくらしと豊かな文化・歴史の蓄積を守る災害に強い組織づくり

概要
　消防・救急体制の充実や地域における防火・防災の中心となる消防団の充実を図る。
　また，自主防災組織等の活動や防災ネットワークの強化を図ることなどにより，地域
ぐるみの防火・防災体制を確立する。

評価:

Ｃ （Ｂ）
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